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飲酒運転根絶に向けて

｢飲酒が運転に与える影響｣

～健康管理の視点から～

福利課

1

飲酒運転防止研修資料

内容

１ なぜ飲酒運転をしてしまうのか

～２つの事例から考える

２ 健康管理の視点から

３ まとめ
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内容

１ なぜ飲酒運転をしてしまうのか

１）お酒に強いAさんの事例

3

Q1）

飲酒後8時間経過したので問題ない

Q2）

お酒に強いから少量の飲酒なら問題ない

Q3)

飲酒後眠ったから問題ない
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Q1）

飲酒後8時間経過したので問題ない

5

ポイント①

飲酒量による

公益社団法人アルコール健康医学協会 http://www.arukenkyo.or.jp/health/prevention/index.html

6

わが国の飲酒の実態と多量飲酒に対する介入方法

独立行政法人国立病院機構 久里浜アルコール症センター 樋口進氏一部改変

http://www.mhlw.go.jp/topics/tobacco/houkoku/dl/100222f.pdf
7

政府広報オンライン http://www.gov-online.go.jp/useful/article/201312/1.html
8
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ポイント②

アルコールの代謝は個人差がある

｢2単位の飲酒をして8時間経過したら

アルコールが抜けている｣とは言えない

9

Q2）

お酒に強いから少量の飲酒なら問題ない

10

アルコールの分解経路

厚生労働科学研究 研究代表者 樋口進氏 ｢正しいお酒との付き合い方｣

http://www.kurihama-

med.jp/kaijo_tool/pdf/kaijo_1.pdf#search='%E5%8E%9A%E7%94%9F%E5%8A%B4%E5%83%8D%E7%9C%81+%E5%8E%9A%E7%94%9F%E5%8A%B4%E5%83%

8D%E7%A7%91%E5%AD%A6+%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%A0%94%E7%A9%B6+%E6%A8%8B%E5%8F%A3%E9%80%B2+%E9%A3%B2%E9%85%92%E3%81

%AE%E5%AE%9F%E6%85%8B%E6%8A%8A%E6%8F%A1+%E6%AD%A3%E3%81%97%E3%81%84%E3%81%8A%E9%85%92%E3%81%A8%E3%81%AE%E3%81%

A4%E3%81%8D%E3%81%82%E3%81%84%E6%96%B9' 11

ポイント③

お酒の強さは運転技能に影響しない

独立行政法人国立病院機構 久里浜医療センター ｢お酒による健康・社会問題｣

http://www.kurihama-med.jp/kaijo_tool/pdf/kaijo_2.pdf

※ＢＡＣ＝血中アルコール濃度
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事故のリスクは

血中アルコール濃度に関係する

独立行政法人国立病院機構 久里浜医療センター ｢お酒による健康・社会問題｣

http://www.kurihama-med.jp/kaijo_tool/pdf/kaijo_2.pdf 13

酒気帯び運転

ビール中びん1本(500ｍｌ）

＝血中アルコール濃度

0.02～0.04％

＝呼気アルコール濃度

0.1～0.2mg/l

公益社団法人 アルコール健康医学協会 http://www.arukenkyo.or.jp/health/prevention/index.html 15

ポイント④

アルコールは少量でも運転技能を障害する

厚労省 e-ヘルスネット アルコールの運転技能への影響

https://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/alcohol/a-06-006.html
16



2016/7/27

5

17 18

警察庁 https://www.npa.go.jp/koutsuu/kikaku/insyuunten/index.htm

ポイント⑤

お酒に強い人は｢酔っていない｣と思う

19

ビール中びん1本でも事故の可能性が2倍に
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Q3)

飲酒後眠ったから問題ない

21 22

政府広報オンライン http://www.gov-online.go.jp/useful/article/201312/1.html 23

ポイント⑥

眠ると分解速度が遅くなる

｢翌日運転する予定がある時は飲酒しない｣

｢飲んだ翌日は運転をしない｣等

この機会に考えてみましょう

24



2016/7/27

7

内容

１ なぜ飲酒運転をしてしまうのか

２）飲まないつもりだったのに

飲んでしまったＢさんの事例

25

わが国の飲酒の実態と多量飲酒に対する介入方法

独立行政法人国立病院機構 久里浜アルコール症センター 樋口進氏

http://www.mhlw.go.jp/topics/tobacco/houkoku/dl/100222f.pdf 26

飲酒運転厳罰化に反応しない人は

常習飲酒運転者

27 28
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独立行政法人国立病院機構 久里浜医療センター http://www.kurihama-med.jp/alcohol/kast.html33 34

内容

２ 健康管理の視点から

35

独立行政法人国立病院機構 久里浜医療センター ｢お酒による健康・社会問題｣

http://www.kurihama-med.jp/kaijo_tool/pdf/kaijo_2.pdf 36
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37
公益社団法人 アルコール健康医学協会 http://www.arukenkyo.or.jp/health/proper/index.html

38

□ 少量の飲酒でも、運転に影響があると知っていますか？

□ アルコールは、8時間以上経過したとしても飲酒量や体

質等によって抜けきらないこともあると知っていますか？

□ 飲酒量がたとえ微量であっても、短い距離でも｢飲んだら

乗らない。乗るなら飲まない。｣を徹底していますか？

□ 車の運転だけではなく、自転車に乗るときも同様の心構

えを持っていますか？

まとめ

39
政府広報オンライン 警察庁｢平成26年中の交通事故の発生状況｣40


